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AIでソフトウェアを作るとはどういうことか
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現在地 :⽣産性向上は本物、ただし単純ではない

55.8% -19%
GitHub Copilot実験で標準課題の完了が⾼速化 [1] 熟練OSS開発者の複雑な既存コード開発では逆に遅延 [2]

[1] Peng et. al. “The Impact of AI on Developer Productivity: Evidence from GitHub Copilot”   https://arxiv.org/abs/2302.06590
[2] “Measuring the Impact of Early-2025 AI on Experienced Open-Source Developer Productivity” – RCT Report

METR  https://metr.org/blog/2025-07-10-early-2025-ai-experienced-os-dev-study/#motivation
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AIは単なるスピードアップのツールではなく、組織能⼒の増幅器である

“In well-aligned organizations, AI amplifies flow. 
In fragmented ones, it exposes pain points.“

「連携がうまくいっている組織では、AIはフローを増幅し、
断⽚化された組織では、課題が浮き彫りになります。」

DORA Report 2025 “State of AI-assisted Software Development”
https://cloud.google.com/resources/content/2025-dora-ai-assisted-software-development-report

ソフトウェア品質シンポジウム2026



© 2026 Panasonic Holdings Corporation 

AIの効果を最⼤化するための組織ケイパビリティ

https://cloud.google.com/resources/content/2025-dora-ai-assisted-software-development-report

DORA AI Capability Model

• ユーザー中⼼のフォーカス
• 強⼒なバージョン管理プラクティス
• AIがアクセス可能な内部データ
• ⼩さなバッチでの作業
• 明確で周知済みのAIスタンス
• ⾼品質な内部プラットフォーム
• 健全なデータエコシステム
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ソフトウェアを作り使うための価値は「作成」から「保証」へと移る

要求 設計 実装 テスト 運⽤ 学習

AIによって「実装」の労⼒・コストが低減するほど、
⼈間のボトルネックは、より上流と下流に移動する

上流︓何を作るべきか
意図 / 制約 / ポリシー

下流︓正しいとどう⽰すか
テスト / エビデンス / 監査性

循環︓どう進化させるか
オブサーバビリティ / ラーニング・ループ
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⼈と組織はどちらに向かうのか
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AIエージェント時代に⼈的能⼒、組織、カルチャーはどこに向かうのか

13,000⼈のディベロッパーに勝利した⼼臓専⾨医
- 2026年2⽉、Antropic社主催のClaudeハッカソンにて3位に⼊賞 -

Michal Nedoszytko MD, PhD
ポーランドの⼼臓カテーテル医

PostVisit.aiを7⽇間で構築
• 診察後も患者をサポートする AI主導型のケアプラットフォーム。 逆AIスクライブ（カルテやデータの

説明）、服薬リマインダー、エビデンスに基づいたフォローアップケアなどの機能を搭載
• 病院での勤務中やブリュッセルからサンフランシスコへのフライト中に開発

上位⼊賞者にプロのディベロッパーは⼀⼈もいなかった

https://bit.ly/46b2pQ1
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AIエージェント時代に⼈的能⼒、組織、カルチャーはどこに向かうのか

専⾨分野の知識 x AI > 単純なソフトウェア開発プラクティス
ヴァイブコーディングの広まりによって急速に⾼まっている傾向

状況に応じた「⾃⼰解決」の時代の到来
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エキスパート・ジェネラリストが求められている

エキスパート

AIが専⾨的な業務を⾏うようになったことで、
担当範囲の拡⼤が不可⽋となっている

「経験豊富なエンジニアなら、開発プロセス
全体を通じて、単⾝でエージェントを統括す
ることができます。」

- PwC AI Forecast 2026

ジェネラリスト

AIは専⾨家レベルのツールを提供し、こ
れまでにないほど⾼いレベルの専⾨性を発
揮することを可能にする

「アーキテクチャを深く理解している『10倍
の能⼒を持つ開発者』であれば、AIを活
⽤することで決定的な優位性を得ること
ができます。」

- antirez (Redis Developer)

エキスパート・ジェネラリスト
“Renaissance Developer”

「専⾨分野における⾼度な判断⼒ ＋ 
ワークフロー全体を統括する能⼒ ＋
AIを活⽤した機能。」

- Warner Vogels, CTO AWS,
re:Invent 2025

The Characteristics of Expert-Generalist  - Martin Fowler, ThoughtWorks
1. 好奇心
2. 協調性
3. 顧客志向

4. 基礎知識を重視
5. ジェネラリストとスペシャリストのスキルを併せ持つ
6. 関係領域の理解

https://martinfowler.com/articles/expert-generalist.html

ソフトウェア品質シンポジウム2026



© 2026 Panasonic Holdings Corporation 

若年層はいつ経験を積むのか – 意識しなければ組織の存続性に⽀障をきたす

経験豊富なエンジニアが⽣成するコード > 経験の少ないエンジニアが⽣成するコード
ヴァイブコーディングの広まりによって急速に⾼まっている傾向

雇⽤のダイナミズムのある国や地域においては、経験の少ない開発者のポジションを
閉じたり、採⽤を控える企業が急増している

若年層を減らすことなく、上級エンジニアはAIと組織の学習
ループを作ることに尽⼒する組織運営を考えなくてはならない
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Human CapitalとToken Capital
https://x.com/satyanadella/status/2066182223213293753

1. USE

AIエージェントを実業務で
使う

→
2. TRACE

判断・⾏動・結果を残す →
3. EVALUATE

Private Evalsで成果を
測る

→
4. LEARN

成功・失敗を知識化 →
5. IMPROVE

Context / Agent / 
Modelを改善

Humanの判断がTokenを育て、Tokenの実⾏結果がHumanを育てる

Microsoft CEO, Satya Nadellaが X に投稿したエッセイ “A Frontier without an ecosystem in not stable”

↺
継続的な学習ループ（Continuous Learning Loop)

Human Capital（⼈的資本） ︓⼈々の知識・判断・価値・創意・パターン認識
Token Capital（AI資本） ︓⾃社が構築し所有するAI能⼒
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SWEBOKに基づき検討を重ねる
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ソフトウェア⼯学の「重⼼」が変わる

相対的重要性が低下
設計 / 実装

⼈間が直接「作る」作業はエージェント化へ

重要性が上昇
要求 / アーキテクチャー / 品質 / セキュリティ
/ プロフェッショナル・プラクティス

「意図」を伝えることと不安要素を取り除く

意味そのものが変化
運⽤ / 保守 / 構成 / ⼯程

⾃律的な進化と⼈-エージェントの協働組織へ

「実装」⾏為の希少性が低下し、
ソフトウェアの価値を⾼めるための⼯学としての本質が露呈する

実装 → 意図・境界・証拠・責任
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SWEBOKの18知識領域のスコアシートを付けてみた（完全に主観）

Requirements ↑↑↑ Architecture ↑↑↑ Design ↓

Construction ↓↓↓ Testing → Operations ↓

Maintenance ↓↓ Configuration Mgmt → Management ↑

Process ↑ Models & Methods ↑ Quality ↑↑↑

Security ↑↑↑ Professional Practice ↑↑↑ Economics ↑↑

Computing Foundations ↓ Mathematical Foundations ↓ Engineering Foundations ↑↑

SWEBOK Version 4 (2024) に基づく
https://www.computer.org/education/bodies-of-knowledge/software-engineering#about
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Requirements︓要求仕様が事実上のプログラムになる

従来 要求 設計 実装
• 機能要求
• ⾮機能要求

AIエージェント時代

Human

要求 設計 実装

Agent• 機能要求
• ⾮機能要求
• 意図と背景（コンテクスト）
• 制約 / ポリシー（ハーネス）
• ⽣成成果物の受け⼊れ基準

Human
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Requirements︓要求仕様が事実上のプログラムになる

従来 要求 設計 実装
• 機能要求
• ⾮機能要求

AIエージェント時代

Human

要求 設計 実装

Agent• 機能要求
• ⾮機能要求
• 意図と背景（コンテクスト）
• 制約 / ポリシー（ハーネス）
• ⽣成成果物の受け⼊れ基準

Human

Specification is the new source code
キーポイント

曖昧な要求に基づく実装をAIエージェントが⾼速・⼤規模に実⾏するリスクを
防ぐため、「何を作るか」の精度が実装品質以上に重要となる

新たな知識項⽬としてこの知識領域に加えるべきもの
• Intent Engineering
• Constraint Engineering
• Policy Definition
• Agent-readable Specification
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意図を伝える、ということ

現在 未来

• 機能要求
• ⾮機能要求

過去

• コンテクスト

意図を伝えるために背景理解をさせる
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コンテクストを「組織の記憶」とする

VS

コンテクストの共有 →
チームの⽬標を知り全員を⽀援する優秀な(AI)開発者が
参加している状態
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Architecture︓Software ArchitectureからAgency Architectureへ

Software Architecture

コンポーネント / API / データ構造
クラウド / ネットワーク

＋
Authority Architecture

誰（⼈・AI）が何を判断するのかの構造

権限 / 上限 / 承認

＋
Trust Architecture

アクセス権 (データ / アプリケーション /
インタフェース）

監査・来歴

＝ Agency Architecture（完全に私の造語）

• AIエージェントの⾃律実⾏に何を許すか
• どのデータ、アプリケーション、インタフェースを使わせるか
• どこで⼈間の判断を要求するか（HITL)
• 何を証跡として残すか

従来、ソフトウェアと業務フローのように異
なる設計対象だった構造が、エージェント
の⾃律実⾏のためのソフトウェアとして設計
されるようになる
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Design / Construction / Testing︓作る知識から、評価・保証する知識へ

Design / Construction

クラス / メソッド / API / DBスキーマ / アルゴリズム / UI
/ インフラ / ⽂書化

→ AIエージェントが⽣成する⽐率が極限まで上昇

Testing / Verification

Developer Agent → Testing Agent → 
Adversarial Agent → Security Agent → 
Verification Agent

⼈間の役割 : 実装する⼈ →  AI⽣成物と保証体系を設計・評価する⼈

コード・カバレッジ から エビデンス・カバレッジ へ

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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Operations / Maintenance / Configuration︓システムは常時進化する

Maintenanceの変化

「完成後に保守する」から
継続的に⾃⼰改善されるシステムへ

Configurationの変化

コードだけでなく プロンプト / ポリシー / モデル /
コンテクスト / 知識 / 記録 / アクセス権 / 評価項⽬を
管理

Token Capitalは、構成管理・来歴管理すべき企業の知的資産になる

Observe → Detect → Diagnose → Generate Fix → Simulate → Verify → Deploy → Observe
継続的⾃律エンジニアリング（Continuous Autonomous Engineering）
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Management / Process / Models︓⼈・エージェント協働スタイル前提へ

Management

100名の開発者
↓
10名の開発者 + 500エージェント

Process

タスク割り当て
↓
Human Capital / Token
Capital / エージェント能⼒の配分

Models & Methods

⼈間向けの記法
↓
AIが理解・⽣成・検証する中間表現
として有効となる可能性が⾼まる

モデルはコンテクストを伝える有効⼿段となりうる
Model-Based Engineering は、AI時代にむしろ復権する可能性がある

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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Quality / Security︓「正しい成果物」から「信頼できる進化の担保」へ

Quality / Security
成果物としてのソフトウェアに⽋陥・脆弱性がないか︖
↓
変化し続ける⾃律システムの⽋陥や脆弱性を⾒通せるか︖

「AIがコードを作る時代こそ、
品質は検査ではなく、学習するシステムの設計から⽣まれる。」

09

“Cease dependence on inspection to achieve quality. Eliminate the need for 
inspection on a mass basis by building quality into the product in the first place.”

「検査依存をやめて、品質を最初から製品に組み込む」

Dr. Edward Deming, Out of the Crisis, 1986
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Professional Practice / Economics / Foundations︓
責任と判断の価値が上がる

Accountability

AIが設計 / コード / テスト / デプロイし
ても、最終責任は⼈間と組織に残る

Economics

エージェント群が限界費⽤を下げ、Build
vs Buy / Package vs Customの前
提を変える

Foundations

暗記の価値は低下しても、AIの誤りを⾒
抜く原理理解＝Know Whyは残る

AIは説明責任を果たせない。⼈と組織がそれを負う
Know How よりも Know Why の根本的な教育が重要
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将来SWEBOKに追加されるべき知識領域の提案

19. AI-Assisted Software Engineering

Agent orchestration

20. Agentic Systems Engineering

Authority / Tool use / Multi-agent

21. AI Verification & Assurance

Evaluation / Simulation / Runtime assurance

22. Knowledge & Context Engineering

Context / Memory / RAG / Provenance

23. Human-AI Engineering

Oversight / Accountability / Cognitive ergonomics

24. Software Learning Systems

Continuous Eveluation / Learning Loop
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結論にして⼤胆予測︓
ソフトウェア⼯学はソフトウェアを作り運⽤する知識体系から、
その⾃律性を「保証する」知識体系に変化していく

Intent Engineering

中⼼命題

Agency Architecture Evidence Engineering Evolution Governance

⽬的・制約・受⼊条件を
AI可読に定義

AIエージェントの権限・データ・
ツール・承認構造を設計

テスト・形式検証・ログ・評価を
AI⽀援のもとで体系的に実施

AI⽀援で継続改善するシステム
変更の保証と責任を設計

AIエージェント時代の新たなソフトウェア⼯学の中核領域

どのように信頼できる⾃律性を構築するかソフトウェアをどのように作り運⽤すべきか →
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